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◆
開
校
祝
賀
式
・
祝
賀
会
開
く

　

４
月
の
開
校
に
先
立
っ
て
３
月
19
日
夜
、
東
京
・
内
幸

町
の
帝
国
ホ
テ
ル
で
、
中
央
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の

開
校
祝
賀
式
・
祝
賀
会
が
、
政
・
官
界
、
経
済
界
か
ら
来

賓
を
招
き
、
大
学
関
係
者
は
じ
め
担
当
教
授
、
卒
業
生
、

そ
れ
に
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
第
一
期
生
と
な
る
入
学
生
ら

約
３
５
０
人
が
出
席
し
て
、
華
や
か
に
開
か
れ
た
。

　

午
後
６
時
半
か
ら
始
ま
っ
た
祝
賀
式
の
冒
頭
、
挨
拶
に

立
っ
た
鈴
木
敏
文
理
事
長
（
当
時
）
は
、「
現
在
、
日
本

に
は
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
が
数
多
く
あ
る
が
、
経
済
界
に

籍
を
置
く
中
央
大
学
Ｏ
Ｂ
か
ら
の
熱
い
要
望
が
あ
り
、
中

央
大
学
も
晴
れ
て
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
開
校
に
至
っ

た
」
と
説
明
。
そ
の
う
え
で
３
つ
の
特
徴
を
挙
げ
た
。

　

第
１
に
、「
社
会
人
が
通
い
易
い
学
校
」
と
し
て
、
夜
間
、

土
日
曜
に
授
業
を
設
置
。
第
２
に
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
、
ア

カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
法
律
、
会
計
の
知
識
を
ふ

ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
こ
と
。

そ
し
て
第
３
に
、
優
秀
な
先
生
方
を
迎
え
こ
と
を
指
摘
。

「
予
想
し
て
い
た
４
倍
以
上
の
多
く
の
入
学
希
望
者
が
集

ま
っ
た
。
来
年
も
再
来
年
も
こ
の
盛
況
を
受
け
継
い
で
い

き
た
い
」
と
述
べ
、
祝
意
を
表
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
が
祝
辞
。
ま
ず
衆
院
議
員
の
保
岡
興
治
氏

は
、「
経
営
戦
略
」
で
は
な
く
、「
戦
略
経
営
」
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
、「
今
ま
で
に
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
と

し
て
将
来
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
開
校
に
立
ち
会
っ
た

と
誇
り
に
思
え
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
祝
辞
を
述
べ
た
。

◆
経
済
界
か
ら
〝
ア
ツ
イ
〞
期
待

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
の
前
私
学
部
長
で

内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
の
山
中
伸
一
氏
は
、「
ア
メ
リ
カ

に
は
世
界
を
代
表
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
、
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
が
あ
る
。
日
本
の
学
生
も
海
外
に
ビ
ジ
ネ

ス
の
勉
強
に
行
く
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

の
や
り
方
で
は
、
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
や
り
方
に
必
ず
し

も
一
致
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
」
と
日
米
の
違
い
を
強

調
。「
中
央
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
は
、
古
き
良

き
日
本
の
文
化
を
活
か
し
、
共
同
体
の
精
神
を
学
び
、
日

本
的
な
良
い
教
育
が
で
き
る
よ
う
に
日
本
型
の
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
を
目
指
す
」
と
述
べ
た
。 

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
顧
問
で
愛
知
県
公
立
大
学
法
人
理
事
長

の
清
水
哲
太
氏
は
、「
中
央
大
学
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
が
開
校
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
、
ア
カ
ウ

ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
３
つ
の
高
度
な
専
門
的
教
育
を

学
べ
る
機
関
が
で
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ク
ー
ル
の
専
門

分
野
を
活
か
し
、
相
互
に
有
機
的
機
能
を
働
か
せ
、
優
秀

な
学
生
を
世
に
輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
企
業
側
は
、

4
月
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
が
開
校

4
月
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
が
開
校

「
戦
略
経
営
」
の
担
い
手
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
目
指
し
た
「
中
央
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
（
大
学
院
戦
略
経
営
研
究
科
）」
が
４
月
、
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
校
し
た
。
ロ
ー
ス
ク
ー

ル
（
法
務
研
究
科
）
と
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
国
際
会
計
研
究
科
）
と
合
わ
せ
、
３
つ

目
の
専
門
職
大
学
院
の
誕
生
だ
。
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
は
先
発
の
ロ
ー
、
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
の

ふ
た
つ
の
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
を
図
れ
る
強
み
を
持
ち
、
経
済
界
は
じ
め
各
界
か
ら
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

学
生
記
者
　
梶
原
麗
奈
＝
法
学
部
２
年

「
戦
略
経
営
」
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
目
指
す

「
戦
略
経
営
」
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
目
指
す

「
戦
略
経
営
」
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
目
指
す
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あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ
て
優
秀
な
学
生
に
会
社
に
き
て

も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
、
経
済
界
の
期
待
の
大
き
さ
を
示

し
た
。

　

最
後
に
、
戦
略
経
営
研
究
科
長
に
就
任
の
高
橋
宏
幸
・

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
開
設
準
備
室
長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
中

央
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
は
他
大
学
よ
り
遅
れ
て
の

出
発
と
な
る
が
、
長
い
時
間
を
か
け
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ

れ
を
活
か
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
社
会
の
中
で
、
21

世
紀
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を
目

指
す
」
と
力
強
く
抱
負
を
述
べ
た
。

　

こ
の
あ
と
会
場
は
祝
賀
会
に
移
り
、
は
じ
め
に
永
井
和

之
総
長
・
学
長
が
、「
春
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
入

学
す
る
新
入
生
を
中
央
大
学
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
員
と
し

て
祝
福
す
る
」
と
挨
拶
。
続
い
て
久
野
修
慈
・
学
員
会
会

長
（
当
時
、
現
理
事
長
）
が
乾
杯
の
音
頭
を
と
り
、
懇
談

に
入
っ
た
。

◆
日
本
型
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
興
味

　

会
場
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
第
一
期
生
と
な
る
入

学
生
も
多
数
出
席
し
て
い
た
が
、
そ
の
中
か
ら
３
人
に
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

豊
田
有
希
さ
ん（
東
京
大
学
卒
）と
武
市
典
久
さ
ん（
早

稲
田
大
学
大
学
院
卒
）
は
、い
ず
れ
も
『
株
式
会
社
電
通
』

の
社
員
で
、
会
社
か
ら
直
接
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
へ
の
派

遣
を
指
示
さ
れ
た
。

　

豊
田
さ
ん
は
、「
今
ま
で
は
ア
イ
デ
ア
ば
か
り
に
頼
っ

て
仕
事
を
し
て
き
た
」
と
い
う
が
、「
企
業
の
経
営
を
戦

略
的
に
く
み
取
る
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
更
な
る
発
見
が
期
待

挨拶する永井和之総長・学長 挨拶する鈴木敏文理事長（当時）

豊田有希さん（右）と武市典久さん（左）

開校を祝って乾杯
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で
き
る
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
中
央
大
学

に
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
が
開
校
す
る
と
知
り
、「
日
本
の
、

日
本
人
に
よ
る
、
日
本
企
業
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
で
あ
る
こ
と
に
興
味
を
も
っ
た
」
と
い
う
。

　

ま
た
武
市
さ
ん
は
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
を
中
心

に
勉
強
し
、
実
務
の
世
界
と
結
び
つ
け
た
い
」
と
い
う
の

が
抱
負
。「
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
学
ぶ
社
会
人
同
士
の

意
見
交
換
や
人
脈
を
重
視
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
を
目
指
し
、
第
一
期
生
と
し
て
恥
じ
な
い
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
語
っ
た
。

◆
「
し
っ
か
り
勉
強
し
て
こ
い
」
と
上
司

　

一
方
、
女
性
の
入
学
生
の
一
人
、『
株
式
会
社
ラ
ッ
ク
』

社
員
の
権
平
み
ず
え
さ
ん
（
武
蔵
工
業
大
学
卒
）
は
、
会

社
か
ら
の
推
薦
で
、
会
社
と
し
て
初
め
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
派
遣
と
い

う
大
役
を
担
わ
さ

れ
て
の
入
学
だ
。

　

権
平
さ
ん
は
、

入
学
を
決
め
た
理

由
に
つ
い
て
、
第

１
に
会
社
か
ら
の

交
通
の
便
が
良
い

こ
と
。
第
２
に
新

設
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
で
あ
り
、

目
立
つ
こ
と
。
第

３
に
経
営
と
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
戦

略
的
に
体
系
的
に

学
べ
る
こ
と
、
を

挙
げ
た
。

　

ま
た
、「
異
種

業
者
と
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
る
点
も
魅
力
が
あ
っ
た
」
と
い
う
。

権
平
さ
ん
自
身
が
勉
強
を
し
た
い
と
い
う
強
い
意
思
を

持
っ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、権
平
さ
ん
の
上
司
か
ら「
し
っ

か
り
勉
強
し
て
こ
い
」
と
一
押
し
さ
れ
た
こ
と
も
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
入
学
に
導
い
た
。

　

宴
も
た
け
な
わ
な
中
、
来

賓
と
し
て
挨
拶
し
た
放
送
大

学
学
長
の
石
弘
光
氏
は
、「
新

し
い
組
織
を
立
ち
上
げ
る
の

は
非
常
に
大
変
で
あ
る
。
そ

ん
な
中
、
日
本
で
は
遅
咲
き

の
ス
タ
ー
ト
だ
が
、
本
格
的

に
勝
負
し
よ
う
。
第
１
回
生

は
い
つ
ま
で
も
第
１
回
生
。

中
央
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
と
し
て
の
期
待
を
背
負
い

頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
熱
い

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

専
任
教
員
が
舞
台
上
で

紹
介
さ
れ
た
あ
と
、
応
援
部

リ
ー
ダ
ー
と
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
登

場
す
る
と
会
場
は
一
段
と
華

や
か
さ
を
増
し
、
全
員
で
校

歌
を
歌
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
開
校
を
祝
っ
た
。

　

祝
賀
会
は
最
後
に
、
出
口
純
輔
常
任
理
事
（
当
時
）
の

閉
会
の
辞
で
締
め
く
く
り
、
幕
を
閉
じ
た
。

権平みずえさん

応援団のリードで校歌斉唱




